
 

 

物  質  名 (3,5,6-トリクロロ-2-ピリジル)オキシ酢酸 ＤＢ－38 

別  名 トリクロピル 構 造 式 

 

CAS 番号 55335-06-3 

PRTR 番号 第 1 種 286 

化審法番号 － 

分子式 C7H4Cl3NO3 分子量 256.47 

沸点 － 融点 150.5℃1) 
 

蒸気圧 1.26×10
-6 

mmHg（25℃、実測値）2)
 換算係数 1 ppm = 10.49 mg/m

3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 2.53（推定値）3)
 水溶性 4.4×10

2
 mg/L（25℃、実測値）4)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 ラット 経口 LD50 630 mg/kg
 5)

  

 モルモット 経口 LD50 310 mg/kg
 5)

  

 ラット 経口 LD50 550 mg/kg
 5)

  
 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、5、20、50、250 mg/kg/day を 13 週間混餌投与した結果、20 mg/kg/day 以上の群

の雌雄で尿細管の変性の発生率の増加、50 mg/kg/day 以上の群の雄及び 250 mg/kg/day 群の雌

で腎臓相対重量の増加を認めた 6) 。この結果から、NOAEL を 5 mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、3、12、36 mg/kg/day を 2 年間混餌投与した結果、雄では 12 mg/kg/day 以上の群

で尿細管の変性の発生率の増加がみられ、36 mg/kg/day 群で赤血球数、ヘモグロビン濃度、

ヘマトクリット値の減少、腎臓の絶対及び相対重量の増加に有意差を認めた。雌では 3 

mg/kg/day 以上の群で加齢に関連した尿細管の色素沈着の発生率の増加がみられたが、組織や

機能の変化はなかった 7) 。この結果から、NOAEL を 3 mg/kg/day とする。 

・イヌに 0、5、10、20 mg/kg/day を 228 日間混餌投与した結果、20 mg/kg/day 群の雌雄で体重

増加の抑制、赤血球沈殿容積、ヘモグロビン濃度、赤血球数の減少、ALP、GPT、GOT の上

昇、肝臓の組織の変性（肝細胞の変性、細網内皮系細胞の限局性の凝集、好酸性肉芽性炎な

ど）を認め、雄で肝臓の絶対及び相対重量の増加、雌で腎臓相対重量の増加もみられた  8) 。

この結果から、NOAEL を 10 mg/kg/day とする。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットに 0、5、25、250 mg/kg/day を F0 世代には交尾前 10 週から混餌投与し、F1 世代には離

乳後から 12 週間混餌投与した 2 世代試験の結果、親ラット（F0、F1 世代）では 25 mg/kg/day

以上の群の雌雄で用量に依存した尿細管の変性の発生率の増加がみられ、250 mg/kg/day 群の

雌雄で交尾前、雌で妊娠中に体重増加の抑制がみられた。仔では、F1、F2 世代の 250 mg/kg/day

群で平均同腹仔数の減少、出生仔の生存率低下や平均体重の低下を認めた 9) 。この結果から、

母ラットの NOAEL を 5 mg/kg/day、仔の NOAEL を 25 mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、50、100、200 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与した結果、50 

mg/kg/day 以上の群で被毛の粗剛化、脱毛、呼吸困難、軽度の振戦等、100 mg/kg/day 以上の

群で体重増加の抑制がみられた。胎仔では 200 mg/kg/day 群で頭蓋骨の骨化遅延がみられ

た 10)
 。この結果から、母ラットの LOAEL を 50 mg/kg/day、仔の NOAEL を 100 mg/kg/day



 

とする。 

・ウサギに 0、10、25、75 mg/kg/day を妊娠 6 日から 18 日まで強制経口投与した結果、75 mg/kg/day

群で 1 匹が死亡した。胎仔では投与に関連した影響はみられなかった 10)。この結果から、母

ウサギの NOAEL を 25 mg/kg/day、仔の NOAEL を 75 mg/kg/day とする。 

ヒ ト へ の 影 響 

・眼に入ったり、皮膚に付くと発赤、吸入すると咳を生じる。機械的刺激を引き起こすことが

ある 11) 。 

・米国で 1996 年にまとめられた農薬中毒例のレビューでは、本物質及び関連物質へのヒトのば

く露は 42 報告で、うち本物質のみのばく露例では、本物質の取り扱い中にばく露しており、

約 12 人で皮膚、眼の刺激が報告された。また、カリフォルニア州農薬規制部門によれば、1982

～1993 年までの本物質のみによる中毒例は 9 報告で、7 人に眼や皮膚への影響があった 12) 。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

  経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 3 mg/kg/day（尿細

管の変性）を採用し、暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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